























































































































































































































































































































































































































































































































エッチング・アクアティント，２４．５×３５㎝，マドリード Fundacion Lazaro Galdiano
桃山学院大学人間科学 No. 41
－２０－
注１）匠秀夫監修，『名画の見どころ読みどころ』，１９９１年，朝日新聞社，８頁。
２）ゴヤの一人息子のハビエールによれば，「ゴヤはベラスケスとレンブラントを尊敬
していたが，特に彼がそれに学びかつ観察したのは自然であり，自然が自分の師で
あると言っていた」という。＜ゴヤの息子フランシスコ・ハビエルによる伝記 １８３１
年＞（国立西洋美術館監修，ゴヤ展カタログ委員会編集，『ゴヤ展』，１９７１，所収）。
３）大高保二郎，「王家の姿「カルロス四世の家族」」（大高保二郎他編，『革命と動乱
の画布』（ＮＨＫプラド美術館５），１９９２年，所収）６４頁。
４）ジャニス・A・トムリンソン，立石博高・木下亮訳，『ゴヤとその時代』，２００２年，
昭和堂，８０頁。
５）ジャニーヌ・バティクル，堀田善衛監修，『ゴヤ スペインの栄光と悲劇』，１９９１
年，創元社，９３頁。
６）利倉隆，『ゴヤ 闇との対話』，２０１０年，二玄社，１９頁。
７）薮野健，『プラド美術館 名画に隠れた謎を解く！』，２００６年，中央公論社，３５頁。
８）ジャニス・A・トムリンソン，前掲書，１０４頁。
９）サンチェス・カントン，神吉敬三訳，『ゴヤ論』，１９７２年，美術出版社，１３４頁。
１０）ポール・クローデル，『スペイン絵画』によれば，『カルロス四世とその家族』に
おいてゴヤは，この王の家族の「不幸な運命」を描いたのである。（ジャニーヌ・バ
ティクル，前掲書，１６８頁。）
１１）大高保二郎他編，前掲論文，６４頁。
１２）酒井健，『名画と現代思想』，２００３年，新書館，６６頁。
１３）伊集院静，『美の旅人 スペイン編』，２００９年，小学館，３６頁。
１４）大高保二郎，「人間の根源をつかんだ巨人の野望」（『朝日グラフ別冊 西洋編３
ゴヤ』，１９８８年，所収）７７頁。
１５）大高保二郎他編，前掲書，８２頁。
１６）「題材を庶民の娯楽や労働に絞り，“自由制作の姿勢をいち早く確立したゴヤは，
その意味において近代絵画の偉大な先駆者であろう。」（大高保二郎，前掲論文，８１
頁。）
１７）ゴヤは，「われわれが近代絵画と呼ぶものをはじめて予告するだけでもない，彼は
現代世界の分裂全体を予告するのである。」（ジョルジュ・バタイユ，宮川淳訳，『沈
黙の絵画』，１９７２年，二見書房，２３４頁。）
１８）大高保二郎，前掲論文，８０頁。
１９）オルテガ・イ・ガセット，寺田和夫訳，『大衆の反逆』（『世界の名著（５６）』昭和４６
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年４月，中央公論社，所収。
２０）アンドレ・マルローは次のように記している。「痛苦にみちた病気体験から霊媒的
感覚をおびて立ち戻る人々があるように，ゴヤも，恐るべきかれの病いから復した
とき，背後世界の霧をひとすじあとに曳いてくるのだ。」（竹本忠雄訳，「ゴヤ論」（４）
（『芸術新潮』２０８号，１９６７年４月，所収）４３頁。
２１）アンドレ・マルロー，「ゴヤ論」（１６）（『芸術新潮』２２０号，１９６８年，４月号，所収）
５１頁。
２２）小山田義文，『ゴヤ幻想』，２００２年，三元社，１４８頁。また，同書１５７頁において「巨
岩・巨人・飛翔は，ゴヤ晩年の絵画の主調低音となった」とも述べている。
２３）ただし，天使や悪魔・魔女等も飛翔する。したがって飛翔が描かれたものについ
ては，このことに留意しておくことが必要である。
２４）オルテガ・イ・ガセット，神吉敬三訳，「ゴヤ論」（『オルテガ』著作集３，１９７０年，
白水社，所収）３５９頁。
２５）大高保二郎・松原典子編訳，『ゴヤの手紙』，２００７年，岩波書店，７１頁。
２６）サンチェス・カントン，前掲書，１２８頁。
２７）同書，１３５頁。
２８）ジャニス・A・トムリンソン，前掲書，２２４頁。
２９）このシリーズは，正式には，『フライ・ペドロ・デ・サルディビアによる山賊マラ
ガートの逮捕』というもので，１８０７年頃に６点のパネルに描かれた。各パネルとも
木版に油彩で描かれており，すべて３１×３８㎝の大きさである。現在，シカゴ美術研
究所が所蔵している。なお，ホセ・グディオル，瀬戸慶久訳，『ゴヤ』，１９９３年，美
術出版社，３０頁に写真が掲載されている。
３０）大高保二郎，「作品解説」（前掲『朝日グラフ別冊 西洋編３ ゴヤ』，所収）９１頁。
なお，二つの『巨人』について，「立像と座像，動と静，暴力と憂愁…見事な対照で
あり，劇的な起承と転結である」という指摘がなされている。（小山田義文，前掲
書，１４６頁。）
３１）中丸明，『スペイン ゴヤへの旅』，平成１０年，文芸春秋社，２３６頁。
３２）サンチェス・カントン，前掲書，１７０～１７１頁。
３３）大高保二郎他編，前掲書，９８頁。
３４）しかしサトゥルヌスは，クロノスのように狂暴ではなく，人々に野を耕して文明
の賜を享受することを教え，その治世は生活が豊で幸福な黄金時代であったと言わ
れている。（小山田義文，前掲書，７０頁。）
３５）酒井健，前掲書，７４頁。
３６）伊集院静，前掲書，１５８頁以下。
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３７）筆者の見解にやや近いものとして，大高保二郎他編，前掲書，１０１頁は「あらゆる
近代を潰すスペインの反動体制を表すとも考えられる」と記している。
３８）小山田義文，前掲書，１３４頁以下。
３９）同書，１３７頁。
４０）ジャニーヌ・バティクル，前掲書，１２１頁。
４１）堀田善衛，『ゴヤ 運命・黒い絵』，１９７７年，新潮社，６２頁。
４２）同書，６４頁。
４３）同，６６～６８頁。
４４）アンドレ・マルロー，前掲論文（１３）（『芸術新潮』２１７号，１９６８年１月，所収）７８
頁。
４５）同論文（１６）（『芸術新潮』２２０号，１９６８年４月，所収）５２頁。
４６）堀田善衛，前掲書，２３３頁以下。
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－２３－
